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West・Bus News   

 

創造・参加・実践 

 

新
し
い
年
を
迎
え
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

組
合
員
の
皆
様
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
２
０
２
６
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
西
バ
ス
地
方
本
部

の
諸
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

◆
能
登
半
島
地
震
か
ら
２
年
、
復
興
は
道
半
ば 

 

２
０
２
４
年
元
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
か
ら
、
ま
も
な
く
２
年
を
迎

え
ま
す
。
被
災
地
域
で
は
、
住
宅
の
再
建
や
基
盤
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
な
お
十
分
と
は
言
え

ず
、
生
活
再
建
へ
の
道
の
り
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
真
の
復
興
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。 

◆
万
博
輸
送
を
は
じ
め
、
地
域
交
通
の
重
要
性
が
顕
在
化
し
た
１
年 

 

２
０
２
５
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
準
備
を
軸
に
、
地
域
輸
送
・
観
光
輸
送
に
対
す

る
社
会
的
関
心
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
し
た
。
人
流
の
回
復
が
進
む
一
方
で
、
深
刻
な
運

転
士
不
足
や
現
場
の
高
齢
化
な
ど
、
バ
ス
産
業
の
課
題
は
一
層
明
確
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
輸
送
の
安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
阪
・

関
西
万
博
の
無
事
故
完
遂
と
組
合
員
の
献
身
的
な
努
力
に
報
い
る
措
置
と
し
て
、
一
律
１
０

万
円
の
年
末
一
時
金
の
支
給
が
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
労
使
の
取
り
組
み
で
万
博
輸
送
体
制
が
前
進 

 

万
博
輸
送
に
向
け
た
体
制
整
備
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
勤
務
計
画
の
精
度
向
上
、
休

憩
環
境
の
確
保
な
ど
、
現
場
実
態
に
即
し
た
改
善
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
労
使
協
議
を
積

み
重
ね
る
中
で
、
安
全
最
優
先
の
輸
送
体
制
が
徐
々
に
整
い
、
社
会
的
信
頼
の
確
立
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

◆
中
間
決
算
は
増
収
増
益
、
組
合
員
の
努
力
が
結
実 

 

２
０
２
５
年
度
中
間
決
算
で
は
、
営
業
収
益
が
前
年
同
期
比
で
約
３
億
円
増
、
最
終
利
益
は

２
億
円
以
上
の
増
益
と
な
り
、
着
実
な
経
営
改
善
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
構
造
改
革
の

成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
厳
し
い
状
況
下
で
も
現
場
を
支
え
続
け
た
組
合
員
の
皆
様
の
努
力

の
結
晶
で
あ
り
ま
す
。 

◆
２
０
２
５
春
闘
の
成
果
「
人
財
へ
の
投
資
」
が
着
実
に
前
進 

 
２
０
２
５
春
闘
で
は
、
若
年
層
お
よ
び
６
０
歳
以
降
の
処
遇
改
善
に
重
点
を
置
き
、
昨
年
に

続
く
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
１
，
０
０
０
円
、
年
間
臨
給
４
．
７
箇
月
（
年
末
一
時
金
を
合
わ
せ
る
と

５
．
１
１
相
当
）
を
確
保
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
は
、
長
期
に
わ
た
り
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
き
た
現
場
の
声
に
応
え
る
重
要
な
成
果

で
あ
り
、「
人
財
へ
の
投
資
」
の
具
体
化
に
向
け
、
労
使
協
調
の
意
義
を
示
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

◆
２
０
２
６
春
闘
賃
上
げ
の
継
続
・
底
上
げ
の
定
着
へ 

 

こ
れ
ら
の
成
果
を
一
過
性
と
せ
ず
、
２
０
２
６
春
闘
で
は
「
賃
上
げ
の
継
続
」「
底
上
げ
の

定
着
」「
離
職
防
止
と
人
財
確
保
」「
働
き
方
改
革
の
深
化
」
を
柱
に
掲
げ
、
さ
ら
な
る
処
遇
改

善
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

物
価
高
が
続
く
な
か
、
実
質
賃
金
の
上
昇
と
生
活
の
安
定
、
働
き
が
い
向
上
を
実
感
で
き
る

水
準
の
確
保
は
労
働
組
合
の
責
務
で
す
。
春
闘
は
、
労
働
組
合
の
意
義
を
社
会
に
示
す
重
要
な

闘
い
で
す
。
す
べ
て
の
組
合
員
が
職
場
か
ら
声
を
寄
せ
、
仲
間
の
思
い
を
力
に
変
え
て
、
全
員

参
加
型
の
２
０
２
６
春
闘
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
構
造
改
革
か
ら
「
成
長
へ
の
転
換
期
」
へ 

 

こ
れ
ま
で
会
社
の
再
建
を
め
ざ
し
、
減
便
・
減
車
、
ダ
イ
ヤ
見
直
し
、
職
場
再
編
な
ど
、
痛

み
を
伴
う
構
造
改
革
を
労
使
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
交
通
を
守
る
と
い
う
使

命
の
も
と
、
現
場
を
支
え
て
き
た
の
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
持
続
可
能
な
働
き
方
の
確
立
、
次
世
代
人
財
の
育
成
、
バ
ス
産
業
全
体
の
価

値
向
上
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

◆
人
財
確
保
は
最
重
要
課
題 

 

運
転
士
・
整
備
士
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
緊
急
異
常
事
態
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
離
職
者
の
増
加
や
他
産
業
と
の
採
用
競
争
が
激
化
す
る
中
、
待

遇
改
善
と
労
働
環
境
整
備
は
急
務
で
す
。
労
使
で
「
人
財
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
強
化
し
、

処
遇
改
善
、
労
働
時
間
の
適
正
化
、
休
暇
取
得
の
促
進
な
ど
、
現
場
か
ら
信
頼
さ
れ
る
制
度
づ

く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

「
将
来
に
希
望
を
持
て
る
、
誇
り
あ
る
バ
ス
産
業
」
の
確
立
に
向
け
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

土
台
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

◆
２
０
２
６
年
は
「
安
全
再
構
築
の
年
」 

安
全
の
確
立
は
輸
送
産
業
の
原
点
で
あ
り
使
命
で

す
。
２
０
２
５
年
は
福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら
２
０
年

の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
も
、
携
帯
電
話
操
作
に

よ
る
事
故
な
ど
、
基
本
ル
ー
ル
逸
脱
に
よ
る
事
象
が
発

生
し
ま
し
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
、「
Ａ
：
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
、
Ｂ
：

バ
カ
に
せ
ず
、
Ｃ
：
ち
ゃ
ん
と
す
る
」
と
い
う
Ａ
Ｂ
Ｃ

運
動
を
職
場
に
再
徹
底
し
、
二
度
と
同
種
事
故
を
繰
り

返
さ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
安
全
は
習
慣
の
積

み
重
ね
で
あ
り
、
不
断
の
努
力
な
く
し
て
守
れ
ま
せ

ん
。
２
０
２
６
年
を
「
安
全
再
構
築
の
年
」
と
位
置
づ

け
、
全
現
場
で
安
全
最
優
先
の
意
識
を
い
っ
そ
う
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
組
織
活
動
の
再
活
性
化 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
仲
間
同
士
の
交
流
が
再
び
広
が

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
の
「
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階

段
駈
け
あ
が
り
大
会
」
、
４
月
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で

は
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
、
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し

た
。 こ

う
し
た
横
断
的
な
交
流
は
組
合
運
動
の
原
点
で

あ
り
、
活
動
を
支
え
る
力
で
す
。
引
き
続
き
、
地
域
ご

と
に
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
「
こ
の
組
合
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。 

◆
政
策
実
現
へ
推
薦
候
補
の
完
全
勝
利
に
向
け
て 

第
２
７
回
参
議
院
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
西
バ
ス

地
方
本
部
が
支
援
し
た
候
補
者
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

推
薦
の
多
く
の
候
補
者
が
当
選
を
果
た
し
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い

た
組
合
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
今
後
予
定
さ
れ
る
各
選
挙
に
お
い
て
も
、
私
た

ち
が
推
薦
す
る
候
補
者
全
員
の
勝
利
に
向
け
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」
へ
の
加
入
促
進

を
通
じ
、
公
共
交
通
を
支
え
る
政
策
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

２
０
２
６
年
は
、
更
な
る
高
速
線
輸
送
・
一
般
線
・

観
光
輸
送
に
加
え
関
連
事
業
な
ど
多
様
な
局
面
で
私

た
ち
の
役
割
が
問
わ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
。
社
会
が

大
き
く
動
く
時
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
の
最
前
線
で
確
か

な
輸
送
と
安
心
を
届
け
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。 

最
後
に
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
が
健
康
で

充
実
し
た
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。 西バス地方本部 

（ご案内） 

 

「共済担当者会議」 

「安全を誓う新春の集い」 

 

日時：2026年 1月 2６日(月) 

時間：13：15～ 

場所：サード・プレイス弥生 

 

 

西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合 

西
バ
ス
地
方
本
部 

役
職
員 

 

執
行
委
員
長 

 

矢
田 

尊
弘 

副
執
行
委
員
長 

下
橋 

勇
太 

副
執
行
委
員
長 

黒
田 

真
吾 

書
記
長 

 
 
 

笹
井 

紀
幸 

書
記
次
長 

 
 

永
易 

正
嗣 

執
行
委
員 

 
 

織
田 

 

豊 

執
行
委
員 

 
 

山
口 

裕
之 

執
行
委
員 

 
 

清
水 

智
裕 

執
行
委
員 

 
 

細
川
由
紀
夫 

執
行
委
員 

 
 

岸
田 

 

剛 

執
行
委
員 

 
 

佐
伯 

尚
美 

執
行
委
員 

 
 

増
田 

浩
之 

執
行
委
員 

 
 

古
川 

 

塁 

執
行
委
員 

 
 

上
窪 

 

輝 

特
別
執
行
委
員 

岡
田 

将
馬 

会
計
監
査
員 

 

荒
木 

寛
之 

会
計
監
査
員 

 

山
口 

将
弘 

職
員 

 
 
 
 

富
原 

千
佳 

支
部
職
員 

 
 

立
壁 

知
里 

  

本
年
も
よ
ろ
し
く 

 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

  
 


